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 内容 項目 レベル４ レベル３ レベル２ レベル４ 

1 

知
識
・
理
解 

「蘭亭

序」の内

容と歴史

的背景 

「蘭亭序」の内容

と王羲之に関する

歴史的背景を充分

に理解している。 

「蘭亭序」の文章

内容はよく理解し

たが、背景にある

東アジア史はまだ

充分理解していな

い。 

「蘭亭序」の漢文

の内容理解が不充

分で、王羲之の生

涯や歴史的背景も

充分ではない。 

漢文解読や歴史的

な事項には興味を

持てず、作品の内

容や背景をほとん

ど理解していな

い。 

空海の人

と作品 

空海の宗教家とし

ての波乱万丈の偉

大な生涯と、彼の

書作品の内容・思

想を充分に理解し

ている。 

空海の事跡や作品

の知識面の理解は

深いが、思想面へ

の理解は浅い。 

空海の事績や作

品・思想など、全

体的に知識・理解

が充分とは言えな

い。 

歴史的知識が極め

て乏しく、空海に

ついて、書道以外

の事項への関心は

ほとんどない。 

２ 

技
能
・
表
現
力 

王羲之と

空海の行

書技法 

「蘭亭序」と空海

の筆法と結構法を

充分に理解した上

で、個性も加えた

魅力的な臨書がで

きる。 

「蘭亭序」と空海

の筆法と結構法を

正しく理解し、臨

書できる。 

「蘭亭序」と空海

の行書の筆法は表

現できるが、結構

法理解が不充分

で、形が整わな

い。 

王羲之と空海の行

書法技法の理解が

不充分で、作品に

表現することがで

きない。 

行書の創

作 

古典を学んで得た

行書の技法を活用

し、個性を加えた

魅力的な創作作品

に自由自在に表現

できる。 

臨書で身に付けた

技法を使って創作

することに積極的

に取り組むが、完

成度はまだ高くな

い。 

臨書で身に付けた

技法を使って創作

することに慣れて

いないので、制作

はするが完成度は

低い。 

臨書で身に付けた

技法を使った創作

は好まず、作品も

制作できない。 

３ 

 

態
度
・
志
向
性 

授業内参

加 

欠席や遅刻がなく

熱心に授業に参加

し、話をよく聞

き、揮毫し、意見

を述べる。 

授業に熱心に取り

組んでいる。わず

かに欠席や遅刻が

ある。 

揮毫に関しては比

較的きちんとでき

るが、知識面では

熱心でなく、欠席

や遅刻もややあ

る。 

欠席や遅刻がたい

へん多く、授業へ

のやる気も感じら

れない。 

課題提出  

ふりかえ

り  

授業作品や、「蘭

亭序」の全臨課題

を、期限までに、

ほぼ完璧な形式で

提出している。 

授業作品や「蘭亭

序」の課題は期限

までには出せた

が、完成度は充分

ではない。 

授業作品が終了時

までに提出でき

ず、「蘭亭序」の

全臨課題が期限に

間に合わない。 

授業作品を提出し

ないことがあった

り、「蘭亭序」の全

臨課題を提出でき

ない。 

 

 

 

到達目標 

・前半は「蘭亭序」によって王羲之の行書の基礎を理解する。後半は「風信帖」やその他 

のいくつかの作品によって空海の行書の基礎を理解する。 

・作品の文章内容や歴史的背景、作者の思想も理解しながら、作品全体の芸術的価値を深 

く鑑賞する。 

・臨書で培った技法を使って、さらに創作作品に行書を応用できる力を育成する。 


